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介護従事者に寄り添い開発した
介護特化型のパワーアシストスーツ

小規模現場にデジタル革命を
もたらすソリューション群

■J-PAS fleairy(ジェイパス フレアリー)の概要
　J-PAS fleairyは介護作業での腰の負担を軽減するために、着
用いただくパワーアシストスーツです。
　フレームが無く、布地で覆われた内骨格型であり、小型軽量で動
きやすく、介護される方にも安心、安全に使用いただけます。また、
装着者の動きをセンサーで検知し、その動きに応じて必要な時に必
要なアシストを与えるアクティブタイプに分類されるアシストスー
ツであり、モード変更により様々な介護作業に対応出来ます。当社
の主力製品である自動車向けの電動パワーステアリングの制御技
術を、アシストスーツの制御へ応用しています。

■開発の背景
　少子高齢化に伴う「労働人口の減少」が社会課題となっており、特
に介護従事者の不足は深刻な問題になっています。介護従事者の
離職、休職理由のうち「業務に関連する心身の不調」が約30%を占
めており、実際の介護現場では、腰痛を抱えている介護従事者が多
く存在しています。
　介護現場にはこれまでも業界や作業を限定しない汎用のパワー
アシストスーツの導入が図られてきましたが、「被介護者にとって安
全」といった介護特有の課題が解決されておらず、「軽量で動きやす
い」「他の作業の邪魔にならない」といった要望への対応も不十分
でした。この為、これらの課題を解決出来る、介護作業に特化した新
たなコンセプトのパワーアシストスーツが求められてきました。
　当社は社会課題、介護従事者のニーズ 両方に応えられる介護特
化型のパワーアシストスーツを開発いたしました。

■J-PAS fleairyの特長、効果
①介護する方にも、される方にも優しい不安を与えないデザイン
フレームが無く、布製の装具を採用しています。
②業界最軽量クラス(1.6kg 装具除く)、約20秒で脱着可能
重量、脱着作業が業務の妨げになりません。

③体の動き、使用場面に応じた適切なアシスト
歩く、屈むことが容易にできる為、装着したままで複数の異なる
作業が可能です。
④防水機能(IP55)により入浴介助が可能
⑤交換できる、洗える装具
装着者の体型に合わせてS、M、Lの3種類の装具サイズを揃え
ており、装具のみの交換が可能です。 
⑥ISO13482取得(サービスロボットの安全に関する国際規格)

■社会実装へ向けた取り組み
　2021年春の発売から国の介護ロボット普及の方針に沿って社
会実装へ向けた積極的な取り組みを行っています。
　J-PAS fleairyは厚生労働省が認定するロボット技術分野に該
当し、介護ロボット補助金の対象です。また(公財)テクノエイド協会
が推進する「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の一環とし
て、介護ロボット試用貸出リストへの掲載や、地域の介護ロボット
フォーラムに出展し、認知向上に努めています。
　さらに、介護関連の大学で体験会、実演授業を行い、介護教育の
観点からの介護イメージ向上を図る活動も推進中です。
　ジェイテクトはこれからも介護従事者に寄り添い、J-PAS fleairy
を更に使いやすい商品にするべく改良を進めて参ります。
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■Smart Constructionとは
　建設業は現在、深刻な人材不足の状況にあります。就業者の高齢
化が進む一方、若年層の入職者が少なく、この傾向が続いた場合、
建設業に従事する人員は10 年後に約44万人減少すると試算さ
れています。このような現状を打破するためには工事現場の生産性
向上が喫緊の課題であり、ICT技術による効率化が非常に有効な解
決策となります。
　そのような背景から、施工のデジタルトランスフォーメーションを
起こすソリューションサービス、Smart Constructionを開始しま
した。施工前～完工までのすべてのプロセスをデジタル化し、そこ
から生み出されたコトデータ（どのようなコトをしていたのか）を３D
デジタルで「ヨコ」につなげることで現場全体の生産性が最大化さ
れます。 

■小規模現場へのSmart Construction導入
　Smart ConstructionはICT機器の導入コストが吸収できるよ
うな一部の大規模現場でしか導入できず、国内工事の大部分を占
める小規模な現場（土量1,000㎡未満の土木工事など）では非現
実的、とのご意見をいただいていましたが、Smart Construction 
Retrofit（ミニ版）・Smart Construction Quick3Dにより小規
模現場に則した低コストのICT施工が導入可能となりました。
①SMART CONSTRUCTION Retrofit（ミニ版）
装着することで従来型の油圧ショベルにICT機能を付加するキッ
トです。GNSSアンテナ、車体に取り付けるセンサー、全体を制御
するコントローラーで構成されています。ユーザーインター
フェースのタブレットにバケットの現在位置、および掘るべき箇所
を示す設計データが表示され、オペレータは目印となる杭や丁張
なしで設計データ通りの施工ができます。
価格は取付費用込みで100万円程度と従来品に比べ大幅に安

価であるにもかかわらず、精度確保（±５ｃｍ以内）を実現してい
ます。
②Smart Construction Quick3D
ICT施工に必要な地形の３Dデータ（点群データ）はレーザース
キャナやドローンにより取得しますが、このような機器が使用でき
ない小規模現場や市街地の現場において、市販のiPhoneや
iPadの計測機能を利用し３Dデータを取得することができます。
本アプリをダウンロードすればすぐに利用可能です。
③Smart Construction Dashboard
Retrofitの作業履歴やQuick3Dの地形データなど、現場データ
（コトデータ）を集約し、土量や進捗率などリアルタイムな情報を
デジタル空間上で表示する、Smart Constructionの基幹とな
るアプリです。場所を問わず、すべての現場関係者と現場のリア
ルタイム情報の共有が可能となります。
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（上段左から）Quick3D、Dashboard、Retrofit 利用イメージ
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小規模土工現場のICT施工
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